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発行日：2009 年 3 月 25 日 

Ryukoku Extension Center 

REC 京都 

（深草学舎 紫光館）

REC 東大阪 

（クリエイション・コア東大阪） 
REC 滋賀 

（瀬田学舎 REC ホール） 

産官学連携事業 

経済産業省の環境政策実証プログラムに採択されました！ ＮＥＷＳ 

 

ＲＥＣ（本学）から提案していました研究開発・実証プロジェクトが、経済産業省「低炭素社会に

向けた技術シーズ発掘・社会システム実証モデル事業」に採択されました。全国から１１７件の応募

のなか、計３７件が採択され、近畿では私立大学で唯一、本学が管理法人として採択されました。 
 

本事業は、昨年 7月に北海道洞爺湖サミットで開催された地球温暖化防止会議をふまえて、急遽、

補正予算が組まれたものです。日本が世界に先駆けて「低炭素社会」への転換を進め、国際社会を先

導していくという目標を達成することを目指しています。そのためには、地域社会を支える大学・産

業界・自治体等が連携して、低炭素社会の構築に必要な技術を地域ぐるみで実証し、他の地域へ普及

させるという「新たな社会システム構築」が重要です。 

 研究開発はもちろんのこと、社会システムの実証という観点から「地域との連携」が先進的モデル

になりうるかが求められおり、本学からの提案は滋賀県甲賀市におけるこれまでの研究・調査の実績、

地域との協力関係が評価されました。 

１．テーマ 

  「家庭生ごみの分別収集による堆肥化およびバイオガス化に関する甲賀モデルの実証」 

 

２．事業概要 

本事業は、コンパクトな社会システムとして、家庭生ごみの堆肥化・バイオガス化による

「エネルギー回収型資源循環システム」の構築を目的とする。滋賀県甲賀市での家庭生ごみ

コンポストによる堆肥化の実績を踏まえ、コンポストからの効率的なバイオガス発酵を技術

的に検討し、パイロットプラントで実証試験を行う。さらに、自治体・市民と連携してセミ

ナーを開催し、地域・住民参加の社会システム「甲賀モデル」を実証・普及する。 

 

３．採択金額 

３０,０００千円 （全額、委託費） 

 

４．研究期間 

   契約締結（２００９年４月）～２０１０年３月３１日まで 

 

５．構成メンバー 

   龍谷大学（管理法人）、㈱水口テクノス、㈱日吉、日鉄環境エンジニアリング㈱ 

※学内構成員･･･ 理工学部 竺 文彦教授（プロジェクトリーダー）・浅野 昌弘助教、 

経済学部 増田 啓子教授、法学部 富野 暉一郎教授 

 
 近畿経済産業局ＨＰ：http://www.kansai.meti.go.jp/5gisin/teitanso/20teitanso_saitaku.html 



 
 
 
 
 
2009 年 5 月からＲＥＣコミュニティカレッジ大阪が充実することを記念して、講演会と学びをテーマとした 

トークセッションを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

   2009 年度前期 

学生ベンチャー育成プログラム 受講生募集中！ 

４月のＲＥＣ活動 

ご案内 

REC NEWS LETTER は毎月発行。 

次回は、4 月 25 日頃発行します。 

4 月 9 日（木） 前期講座スタート 

4 月 11 日（土） ＲＥＣコミュニティカレッジ大阪 記念講演会 

REC NEWS LETTER Vol.３０
 

編集 : ＲＥＣ事務部 

http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/ 
 

● ＲＥＣ滋賀  ＲＥＣホール（内線 7744） 

● ＲＥＣ京都  紫光館 5 階  （内線 6503） 

● ＲＥＣ東大阪 クリエイション・コア東大阪  

産学連携ｵﾌｨｽ 2212 号（06-6748-8228） 

応用能力・実践能力などを備えた人材の育成および大学発学生ベンチャーの発掘を目的として、様々な講演会

や講座、合宿などを開講します。ゼミ・サークルなどで関心のある学生の皆さんへ周知いただきますようお願い

いたします。なお、実施内容および申込方法などは「学生ベンチャー育成プログラム募集要項」にてご確認くだ

さい。 

ＲＥＣコミュニティカレッジ大阪 記念講演会 

「学ぶ楽しさ発見～知る喜び・知る感動～」を開催 
ご案内 

◆ ベンチャー講演会 4/25（瀬田）、5/8、6/3（深草） ◆ ベンチャー合宿  6/13～6/14（１泊2日） 

◆ 学生ベンチャー育成講座 【5/13,5/20（コミュニケーションスキルアップ講座】、 【6/24,7/1（アントレプレナーシップ養成講座）】 
                   【10/21,10/28（ビジネスプラン作成講座】、 【11/11,11/18（プレゼンテーションスキルアップ講座）】 

学内者で、聴講希望の方は

rec-k@ad.ryukoku.ac.jp 

までご連絡下さい。 

締切：４／６（月） 

 

なお、応募者多数の場合は

抽選とし、招待券の発送をも

って発表にかえさせていただ

きます。 

 

日 時 ： 2009 年 4 月 11 日（土） 13:30～16:00 

会 場 ： ヒルトン大阪 5 階 「桜園の間」（大阪市北区梅田 1-8-8） 

プログラム ： 記念講演「ご縁を活かす」 

講師：安田 暎胤 師（薬師寺管主） 

       トークセッション「学ぶ楽しさ発見～知る喜び・知る感動～」 

         パネリスト：安田 暎胤 師（薬師寺管主）・河野 裕子 氏（歌人）・若原 道昭 学長 

問い合わせ ： 読売新聞大阪本社広告局内「ＲＥＣ記念講演会」事務局 電話：06-6366-1737 
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